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総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

次
に
掲
げ
る
被
害
者
等
で
あ
っ
て
、
当
該
被
害
に
係
る
刑
事
手
続
へ
の
適
切
な
関
与
又
は
損
害
若
し
く
は
苦
痛
の
回
復

若
し
く
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
訴
訟
そ
の
他
の
手
続
の
準
備
及
び
追
行
に
必
要
な
費
用
の
支
払
に
よ
り
そ
の
生
活
の
維
持

が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
援
助
す
る
た
め
、
当
該
被
害
に
係
る
刑
事
手
続
へ
の
適
切

な
関
与
又
は
損
害
若
し
く
は
苦
痛
の
回
復
若
し
く
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
法
律
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
並
び
に
契

約
弁
護
士
等
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
法
律
事
務
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
罪
又
は
そ
の
未
遂
罪
の
被
害
者
等

⑴

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
人
を
死
亡
さ
せ
た
罪

⑵

刑
法
第
百
七
十
六
条
、
第
百
七
十
七
条
若
し
く
は
第
百
七
十
九
条
の
罪
又
は
そ
の
犯
罪
行
為
に
こ
れ
ら
の
罪
の
犯
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罪
行
為
を
含
む
罪
（
⑴
に
掲
げ
る
罪
を
除
く
。
）

ロ

人
の
生
命
又
は
心
身
に
被
害
を
及
ぼ
す
罪
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
イ
に
規
定
す
る
罪
を
除
く
。
）
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
被
害
者
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
被
害
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
犯
罪
行
為
の
被
害
者
等

第
三
十
一
条
中
「
、
第
七
号
及
び
第
八
号
」
を
「
及
び
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
六
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
九
号
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
九
号
」

を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
三
十
条
第
一
項
第
九
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
施
に
係
る
援
助
の
申
込

み
及
び
そ
の
審
査
の
方
法
に
関
す
る
事
項
並
び
に
当
該
援
助
を
受
け
た
者
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

第
四
十
三
条
第
一
号
並
び
に
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
総
合
法
律
支
援
法
第
三
十
条
第
一
項
（
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
こ
の

法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
旧
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

４

旧
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
第
五
条
の
表
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号

の
項
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

（
特
定
不
法
行
為
等
に
係
る
被
害
者
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
救
済
に
資
す
る
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例

並
び
に
宗
教
法
人
に
よ
る
財
産
の
処
分
及
び
管
理
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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５

特
定
不
法
行
為
等
に
係
る
被
害
者
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
救
済
に
資
す
る
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例

並
び
に
宗
教
法
人
に
よ
る
財
産
の
処
分
及
び
管
理
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
表
第
三
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号
の
項
中

「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。
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理

由

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
施
策
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、
一
定
の

被
害
者
等
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
援
助
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
相
談
を
実
施
す
る
業
務
及
び
契
約
弁
護
士
等
に
必
要
な
法

律
事
務
等
を
取
り
扱
わ
せ
る
業
務
を
追
加
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。


